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広報広聴常任委員会記録 

 

日  時 令和５年11月20日（月曜日）10時33分～11時14分 

場  所 議員控室 

出 席 者 工藤委員長、舟見副委員長、阿部委員、佐藤委員、村上委員、村田議長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 金木議員、逢坂議員、小寺議員、磯野議員、平山委員 

事 務 局 渡辺局長、嶋元係長 

 

工藤委員長 

 それでは、広報広聴委員会を始めます。 

 

１ 町民との意見交換会について 

 

工藤委員長 

 今日は、町民との意見交換会をどのようにしていつ頃やるのかということを委員会と

して協議していきたいと思います。座って説明します。過去を振り返りますと、小学生、

中学生、高校生の保護者の方に集まっていただいての意見交換会、それから商店を中心

にした経営者等の意見交換会と、私が経験しているのはその２つなのですけれども、そ

れ以前にも小さなグループというか、そういう人方で意見交換会をしてきたという経緯

があります。それで、コロナ始まる直前というか、コロナがひどくなるときに、先ほど

も話出ていましたけれども、老人の人方、高齢者を対象にして次回はやろうということ

で進めていたのが、そこからコロナがひどくなったので、できなかったという経緯があ

ります。それで、今期になりまして、この年度で１度やれればいいのかなということで

私自身考えていたのですけれども、先ほどの高齢者の部分でいくと、例えば冬場の２月

くらいにやるということになるとまだ雪がたくさんあるということで、路面も滑る。そ

のときに高齢者にわざわざ例えば公民館まで来てもらうということはいろんな危険も含

みますので、その辺もちょっとどうなのかなというふうにして今思っております。そう

いうことになると、あとはフリーで年齢絞らないで集めてやることもどうなのかなとい

うふうにして今考えております。 

 ここで、先日羽幌高校のほうから、議会というか、委員会を傍聴したいとか、あと意

見を交換したいということを言ってきておりますので、渡辺事務局長のほうから、その

言ってきた内容をちょっと紹介していただきたいと思います。 
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渡辺局長 10:36～10:38 

 羽幌高校の教頭先生から、地方自治の学習をしたいということで議員さんと意見交換

をしたいという旨の連絡がありまして、今日再度朝、教頭先生に具体的に時期とか内容

について確認したところ、実施の時期については来年新学期始まってからというお話で

して、具体的な時期としては夏休み以降、９月ぐらいまでということで来年の話なので

す。それで、対象が高校３年生、今でいう高校２年生が４月、高校３年生になってから

の話で、内容としては、今高校２年生36人いるのですけれども、それが３つのグループ

に分かれて、うちでいう常任委員会３つあるので、それぞれ３つのグループに分かれて、

文教厚生、総務産業、広報広聴常任委員会の委員さんと、それぞれ高校生が考えている

町の課題について提言したいと、そういうことで教頭先生からお話がありましたけれど

も、実施時期が来年なので、それはそれで来年度考えればまたいいのかなと思うのです

けれども、だから今年度の話ではないのです。 

 以上でございます。 

 

工藤委員長 

 そういうことで、高校からは今の内容だそうです。そうなると、高校というのは抜い

て、そのほかの部分でどういう人方を対象にということを進めていかなければいけない

と。まず、開催する月なのですけれども、皆さん、僕さっき２月って、その辺がいいの

かなということで言ったのですけれども、どうでしょうか。開催する月と、どういう人

方に絞ってやるか、あるいは絞らないでやるか、その辺の意見を、まず個々の委員の方

の意見ちょっと出していただけませんか。 

 

－主な協議内容等－ 15:39～11:14 

 

舟見副委員長 ２月というのはちょうどいいかなと思うのです。それで、問題はテーマ

ですよね。テーマを絞ることによってどういう方々に来てもらうかとい

うことなので、ある程度テーマを絞って町民の方の意見を伺うという、

１個でも２個でもいいのだけれども、それがいいと思っております。 

       以上です。 

 

佐藤委員   初めてあれなのですけれども、今聞いたら年に何回かやっているような

話も伺っていますので、ある程度たたき台みたいな形でこっち側から提

言を言わぬと、町民が集まってもらわなければ困る話で、産業団体なら

産業団体という枠で、産業をどうしたらいいかという、いわゆる質問を
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投げかけるような格好を取れれば町民も町にそれに対してこうしてほし

い、ああしてほしいという形で来ると思うのですけれども、みんなでま

た考えてもいろいろあるので、ある程度年間事業の一つとして、高校も

来年といっても全て来年のことになると思うので、その辺を決めていか

ぬと、日程調整なり、そういう質問関係のこともどういうような形がい

いのかもやっぱり考えなければならないので、まず来年は必ず意見交換

をやりますと、それで最低限３回なら３回やりますとか、その中で内容

的なものを、では１回目は何にしよう、２回目は産業団体やりましょう

と、３回目は高校が来ているから、高校と違う小学生だとか、学校の生

徒たちに向けてみようとかという、何かたたき台みたいなものができれ

ば、工藤さんと舟見さんあたりで考えていただければいいかなと思うの

ですけれども。 

 

村上委員   ２月の中旬あたりだったら、新年度の予算内示も出た後で、何かそうい

う話もできるのかなとかとちょっと思って（あとはどんな人。の声）団

体ごとにやるのもいいでしょうし、団体ごとでやったほうがその日の話

はしやすいのかなという気はしますけれども、フリーでもいいのかなと

思っていますけれども。 

 

阿部委員   ２月に開催したいという話もあったのですけれども、以前議会のほうで

やったのも２月のときもありましたし、３月定例会後かな、にやったり

もしていますので、３月中旬過ぎればかなり暖かくもなってきているの

で、またそこは対象者をいろいろと考えていけるのかなと思います。さ

っき佐藤委員のほうからも産業団体等という話もありましたけれども、

産業団体とかとやるなら、例えば常任委員会のほうで、以前ですか、農

協とか漁協とも意見交換、それは総務産業常任委員会という形でやって

いるので、またそれはそれで各常任委員会のほうでも振り分けて実施は

可能なのかなと思います。あと、村上委員のほうから、２月だったら内

示が出ていると、予算の。ただ、あまりそれをここで公表してしまうと、

予算委員会通っていないうちにそれを出してしまうのもちょっとまずい

ところもあるので、そういったのも考えて、次年度こういうのをやりま

すよというのであれば、例えば予算委員会の終わった３月とかのほうが

もっと具体的な話もできるのかなと思います。あと、意見交換会やるに
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当たって１つテーマ絞るというのがやっぱり大事なのかなと。例えば羽

幌町のこういったことについて皆さん意見交換しませんかとか、やっぱ

りそこをつくっておいたほうが来る人も話もしやすいし、以前やってい

たときピンポイントで対象者絞っていたので、そこに対して事前アンケ

ート出したりしていたのです。そうすると意見交換会の中でもやり取り

も結構活発になるので、ある程度フリーでやるのも確かにいいのですけ

れども、どんな話題が出てくるのかも分からないので、町政懇談会と議

会との意見交換会って全く別なものなので、ちょっとそこは考えながら、

フリーでやるにしても本当にピンポイントである程度絞ってやらないと、

町は答えれることはあるけれども、議会側は答えれないものって、やり

ますとか、そういうのは絶対できませんので、そういったのもちょっと

考えながら、もしフリーでやるとしたら、本当に何かテーマを絞ってや

ったほうがいいのかなとは思います。 

 

村田議長   阿部委員の話が一番これから進んでいく上で大事な部分かなと思うので、

自分もそういう形で何回も意見交換会した。前期のときには一番最初に

すぽっと人を絞るのに、みんなの意見を、お年寄りだ、小学校の親だと

かなんとかと全部出してもらって、その中からピックアップして順番に

進めていったということがあるので、今のいろんな人の中の団体なら団

体を絞ってもいいし、それから年代でやってもいいし、みんな今いろん

な部分で挙げてもらって、その中でたたき台を委員長、副委員長でつく

ってもらうとか、今の段階でいくと２月か、今期の今年度のうちに１回

という目標であれば、まずはそこをたくさん意見として出してもらうと

いうのは必要ではないのかなと、まずスタートとして。ちょっと記憶に

はないのですが、前回のときにもたくさん挙げてもらったやつ、全部消

化したかな。もしかして議事録残っていないかな。あのときは阿部さん

が委員長だったはずなのですけれども、そのときに挙がった部分、資料

があれば、ないだろうか。 

 

工藤委員長  暫時休憩します。 

 

（休憩 10：47～11：08） 
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工藤委員長  休憩前に続いて委員会を開会します。 

       皆さんのどういう団体を対象にという意見がたくさん出ました。まず、

女性団体を対象、それに加えて羽幌で働いている女性を対象にという意

見が一番多かったです。それから、子供がいる親、学生がいる親を対象

にというのも出ました。それから、スポーツ団体とか文化団体とか、そ

ういう形のもの、それから最初から出ていた高齢者を対象、この中には

いちい大学とか老人の家に来ている人たちにというの出ました。老人の

ほうについては、こちらから出向いていく形もいいのでないかという意

見も出ましたので、まずこれからの作業としては僕と副委員長中心にな

って、どういう形が一番いいのか進めていきたいと思います。それで、

過去の例からいくと、事前のアンケートというのも大事かなと思います

ので、そういうものも含めて作業を進めていきたいと思います。取りあ

えず今年度中に１度というのは思っていますので、２月あるいは３月の

支障のないところで考えて進めていきたいと思います。そんなことで進

めていこうと思いますが、よろしいでしょうか。（はい。の声）何か追加

で意見あれば。（なし。の声）そしたら、そういうことで進めていきます

ので、よろしくお願いします。また経過とか皆さんに逐次報告してやっ

ていきますので、お願いします。 

       暫時休憩します。 

 

（休憩 11：10～11：14） 

 

工藤委員長  休憩前に戻して開会します。 

       皆さんからたくさんの意見が出ましたので、私と副委員長の舟見委員と

でどのような形でいくのか、まずたたき台をつくって皆さんにまた報告

しながら進めていきますので、よろしくお願いします。これで終わりま

す。 


